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ドリュー・ラングAndrew Lang（1844-1912）のThe Pink Fairy Book（1897）所収の"Snowflake"と推定され
る3。日本での受容に関しては次章で扱うが、ラングの"Snowflake"に関しても考察しておきたい。 




ーシエフと異なっており、ラングらしさの感じられる情感がこもった fairy tale 風の「ゆきむすめ」となってい
る。なお、1897年版のこの話に挿絵は入っていない。 
ラングは、出典を"Slavonic story. Contes Populaires Slaves, traduits par Louis Leger. Paris: Leroux, 
Editeur."「ルイ・レジェ訳の『スラブ昔話集』パリ、ルルー社」と記している。調査したところ、フランスのス
ラブ言語学者Louis Léger（1843-1923）のRecueil de Contes Populaires Slaves『スラブ昔話集』が、パリで
1882 年に Ernest Leroux, Editeur 社から出版されている。所収されている 33 話のうち 9 番目の話
"Blanche-Neige, conte russe"「ゆきしろ、ロシアの話」が、内容から"Snowflake"の原典と判明した。この話の
出典についてLéger は、"Blanche-Neige (Sniegourka), ERBEN, d’aprés un recueil de Maximovitch que je n’ai 








マクシーモヴィチ（1804-1873）4の原典は未見であるが、1874年出版のJohn T. Naake（生没年不明）著Slavonic 
Fairy Tales, London 掲載の"Snow-Child (From the Russian)"と、1890年のC.J.T.（Charles John Tibbit 生
没年不明）著Folk-lore and legends, Russian and Polish, London掲載の"Snyegurka"（スネグールカ）の2話
は、原典が記されていないが、"Blanche-Neige"の人物名、プロット、歌、細かい語句などが一致しており5、レ
ジェの仏訳"Blanche-Neige"同様にマクシーモヴィチの原型を伝えていると推測できる。レジェの翻訳（著者表
記に「翻訳」と記載）は、老夫婦のなまえを Ivan とMarie としており、卵の殻のように雪が落ちて娘が現れる











"Saint John"の日の前日であり、アファナーシエフの"Снегурка"では"на Иванов день"（イワンの日）である。
































































































































































































































































































   
（６）宇野浩二「ゆきだるま」（『赤い鳥』14巻2号1925年2月1日） 
この話は、Arthur Ransomeアーサー・ランサム著Old Peter’s Russian Tales『ピーターおじいさんの昔話』
所収の"The Little Daughter of the Snow"の再話である。独自のプロットを加えて再創造したランサムの「ゆき
むすめ」を、宇野はさらに男の子「ゆきだるま」として再話しており、「ゆきむすめ」とは異なる独自の作品とな
っている。（拙著「アーサ ・ーランサム著Old Peter’s Russian Talesに基づく宇野浩二のロシア昔話再話考」『梅




























































3 「犢(こうし)の養子(ようし)」はThe Pink Fairy Bookでは、"Peter Bull" （from Danish）として掲載されている。 






7 例えば、Снегурочка, Русская народная сказка, худ. Т. Добровольская, Н. Лебедев, Комбинат графического 
искуссива, 1974（『ゆきむすめ ロシア昔話』T.ドブロヴォリスカヤ・N.レーベジェフ絵、グラフィックコンビナート、
1974)、Снегурочка, сказка, рисунки В. Чеботарева & С. Черкасова, Дальневостчное книжное издательство, 1976
（『ゆきむすめ 昔話』、V.チェボタレフとS.チェルカソフ絵、極東図書出版、1976）、Снегурочка, Русская народная 
сказка, Обработала Ирина Карнаухова, худ. М. Успенская, Детская литература, 1976（『ゆきむすめ ロシア昔話』 
イリーナ・カルナウーホワ再話、M.ウスペンスカヤ絵、児童文学出版、1976）などのゆきむすめの絵は、どれも糸紡ぎの
道具が一緒に描かれている。 
8 Снегурочка, Русская народная сказка, худ. Т. Ерёмина, Малыш, 1990（『ゆきむすめ』ロシア昔話、T.エリョーミナ絵、
マルィシ出版、1990） 
9 Снегурочка, Пересказ И. Видревич, Иллюстрации С. Дамаскин-Попа, «РИПОЛ классик», 2013 （『ゆきむすめ』I.ヴィド
レヴィチ再話、S.ダマスキン-ポプ絵、リポル・クラシック出版、2013）、Снегурочка, Русская народная сказка, обр. Л. 
Елисеевой, худ. Иван Цыганков, «Родничок». «Издательство Астрель», 2013（『ゆきむすめ』ロシア昔話、L.エリセエヴァ
再話、イワン・ツィガンコフ絵、ロドニチョク、アストレリ出版、2013）など。 





















ていった。  （原注：『キエフ人』1840年第1巻pp.71-78、マクシモヴィチ『三つの話と一つの一口話』1845） 
                                             （筆者訳） 
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